
 

〈授業改善推進プラン 令和５年度第３学年 国語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・小笠原村学力調査の平均正答率は、69.5％で、全国平均(66.7％)を上回っている。しかし、「文学的な文

章の内容を読み取る」問題のみ、目標値▲2.4、自治体平均▲1.0、全国平均▲10.1と下回っている。 

・「文章の表現の効果について考える」問題の正答率が 27.8％（全国平均 48.3％）であり、大きく下回って

いる。 

【課題】 

・文章や発言の意図をくみ取ること。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和３年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】書く能力の向上 

【具体的な授業改善策】 

・机間指導を行い、記述に困っている生徒には解き方のヒントを伝える。 

・読み取りの内容をまとめ、自分の考えを伝えやすくするために、ICT機器を用いる。 

・事実と自分の考えを明確に区別できるよう、文章の書き方を示す。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・事実と意見の対応が明確になるワークシートの工夫（構成メモ） 

・自分の考えに対して新しい視点をもたせるための授業形態の工夫（生徒同士の意見共有の機会） 

・相手の意見を受けて自分の意見を再考する活動を設ける。（文章校正、創作） 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①他者の意見の意図を理解し、必要に応じて自らの

意見に取り入れる活動を設ける。 

＜検証方法＞ 

❶授業内での提出物(作文や作品)で検証する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

 

 

 

 

＜課題＞ 

 

 

 

 

 

５．令和６年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・ 

・ 

６．令和６年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

  

 

 

 

 

 

 



 

〈授業改善推進プラン 令和５年度第３学年 社会科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

【結果から】 

・全国平均 54.5％に対して、校内正答率 59.1％と上回っている。昨年度が、全国平均を 4.4％下回っ

ていたので、改善が見られる。 

・「活用」が全国平均 46.5％に対して、校内正答率が 47.5％とほぼ同程度であり、観点別では「思考・

判断・表現」と「主体的に学習に取り組む態度」が、全国平均と比べてやや上回る程度であるため、

習得した知識・技能を活用すること、社会科で学んだことを活かして社会をよりよくしていこうと

する態度で課題があると考えられる。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和３年度授業改善推進プラン記載内容 

・予習や復習の仕方を改めて指導したり、単元ごとに確認テストを行ったりして、基礎・基本的な用

語が定着するようにする。 

・授業の中で、考えたり調べたりする時間を設け、知識や技能を活用する練習を行う。 

・ニュースや新聞のレポートを定期的に宿題にすることで、社会の出来事への興味・関心を高める。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・単元ごとに小テストを実施して、社会の基礎的な用語の定着を図っている。 

・独自のワークシートを作成し、自ら調べて学ぶ機会を設けていてる。 

・プレゼンテーションソフトや動画を活用して、興味関心が高まるようにしている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①ワークシートに活用問題を採り入れ、自分の考え

をまとめたり、発表したりする機会を増やす。 

②公民的分野の学習で、よりよい社会の実現への意

欲を高めるために、自分の意見を発表したり、話し

合ったりする機会を増やす。 

＜検証方法＞ 

❶２学期の評価で、「思考・判断・表現」でＡまたは

Ｂが付く生徒が 70％を超えるかどうかで検証す

る。 

❷２学期の授業アンケートで、授業を「楽しい」と感

じる生徒が 90％を超えるかどうかで検証する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

 

 

 

 

＜課題＞ 

 

 

 

 

 

５．令和６年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・ 

・ 

６．令和６年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

  

 

 



 

〈授業改善推進プラン 令和５年度第３学年 数学科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・村学力調査において、「証明」では全国平均 20.5％に対して校内の正答率 5.6％， 

「データの分布の傾向」では全国平均 31.9％に対して校内の正答率 16.7％と大きく下回っている。 

【課題】 

・証明やデータの活用における基礎基本の学習内容の徹底。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和３年度授業改善推進プラン記載内容 

・基本的な知識や技能の向上のため、宿題や小テスト等により反復練習を行う。 

・根拠となる事柄を明確にして、それらを伝えられるようにする。 

・既習事項を活用し、生徒が自ら考えて、自力で解決できるような課題を多く取り入れる。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・基礎基本の計算を身に付けるために，課題等で演習を繰り返す。その後，計算問題のみの小テストを

実施する。 

・証明の基本の書き方を確認し，根拠となる事柄を明確に書けるように指導する。 

・既習の学習内容の復習の時間を授業内で取り，基礎基本の徹底を図る。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①プリント課題で演習を繰り返した上で，計算コン

テストを実施する。８０点以上を合格とし，合格者に

は簡易的な賞状を作成。 

②図形の相似の学習において，証明の基本の書き方

を復習する。 

＜検証方法＞ 

❶９～１０月ごろを目処に２次方程式の計算コンテ

ストを実施し，合格率６０％を達成する。 

 

❷該当する章の章末テストの証明問題で平均正答率

５０％を達成する。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

 

 

 

 

＜課題＞ 

 

 

 

 

 

５．令和６年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・ 

・ 

６．令和６年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

  

 

 

 

 



 

〈授業改善推進プラン 令和５年度第３学年 理科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・科学的に探求するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能が単元によっては身について

いない。 

・観察、実験などを行い、科学的に探求する力が単元によっては身についていない。 

・自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探求しようとする態度が十分身についていない。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和３年度授業改善推進プラン記載内容 

・自然の事物・現象についての理解を深めるため、 日常生活や社会との関わりの中で、科学を学ぶ楽 

しさや有用性を実感させる。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・OPPシートの活用。 

・毎週行う重要語句の小テスト。 

・実験のスライド発表。 

・単元まとめテストを実施し、生徒の理解度の確認を行う。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①知識・技能の達成率が低くなりそうな単元は情報

の視覚化を行い、理解度促進につなげる。例えば、イ

オンの分野では、目には見えないイオンについて扱

うので、図を多用し、視覚的に理解が深まるよう工夫

する。 

②思考・判断・表現の達成率が低くなりそうな単元は

実験の後のスライド発表を通して、他者の考察を聞

くことで理解の深化を目指す。 

＜検証方法＞ 

❶学期末の知識・技能の評価で Aとなる生徒が 50%以

上となっているか。 

 

 

 

❷学期末の思考・判断・表現の評価で A となる生徒

が 50%以上となっているか。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

 

 

 

 

＜課題＞ 

 

 

 

 

 

５．令和６年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・ 

・ 

６．令和６年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

  

 

 

 



 

〈授業改善推進プラン 令和５年度第３学年 音楽科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

アンケートでは、「授業を受けることが楽しいと感じる」、「活動に積極的に参加できている」という項目 

において、共に肯定的意見が 80%に留まった。20%の否定的意見の理由は、「好きじゃないから」「苦手だか

ら」「吹奏楽なら（よい）」等が挙げられた。歌唱分野への苦手意識については、平時の様子からも窺える。

一方で、器楽分野においては、下級生に優しく教えたり、同級生同士でもお互いに励まし合ったりしながら 

練習する様子が見られた。 

【課題】 進んで取り組む意欲と、自信をもって音楽表現ができる力。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和３年度授業改善推進プラン記載内容 

【授業改善策】 

（１）インターネットサイトを使った読譜練習と運指練習を、自分のペースで主体的に進める。 

（２）振り返りを次の練習に生かし、積み重ねを意識させる。 

（３）自分のパート音源を個別に聴きながら練習し、楽譜を読む、楽器で音を出す、音を聴いて確かめる、

の３段階を生徒自身で進められるようにする。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

【異学年交流の実施】３学年のみで練習を実施した後、全学年合同の授業を実施する（器楽分野）。最上級

生として、「教える・まとめる」ことを意識し、責任感をもって活動に取り組めるようにする。リーダー等

の役職に就いている生徒も少なくないため、成功体験を多く積ませるような場面を設定し、「自信をもつこ

とができる」授業を目指す。 

【ICT 機器の導入】本年度５月より、音楽室にモニター画面を設置した。実際に教師がお手本をして見せる

ことの他に、視覚的な情報を積極的に与え、演奏のイメージをもてるようにする。また、２学期以降、各パ

ート、各楽器の“お手本動画”をクラスルームに投稿し、生徒の学習端末から１人１人が視覚と聴覚を使っ

て目標となる演奏を把握できるようにする。演奏の様子を撮影し、課題を見つけ、自分たちで練習計画を立

てられるようにする。ICT機器の導入で、生徒自身が「演奏で表現できる」授業を目指す。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①目で「奏法や運指」を、耳で「音」を確認し、自分の練

習や取り組み状況に自信をもてるようにする。 

②リーダーを中心として、自分たちで課題を見つけ、目

標を達成する喜びを感じられるようにする。 

＜検証方法＞ 

❶必要に応じて ICT 機器を活用できる環境を整え、生

徒が目指す表現に繋げられるようにする。 

❷各リーダーに対して具体的な目標や、取り組みの方

法を記載したシートを配布し、生徒たちで練習できるよう

にする。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

 

 

＜課題＞ 

 

 

 

５．令和６年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・ 

・ 

６．令和６年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

  

 

 



 

〈授業改善推進プラン 令和５年度第３学年 美術科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・表現活動に対するモチベーションが上がらない生徒がいること。 

・毎時間やっている振り返りを制作にうまく反映させることができていない。 

・時間をかけて何度も塗り重ね、完成度を上げていくことの良さを伝えきれていない。 

「制作などの活動に積極的に参加できている」という項目で 90％が肯定的意見であるが、「意欲的」の

意味合いをもっと伝えていく必要性があると感じたため。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和３年度授業改善推進プラン記載内容 

時間をかけると良い作品はできる。考えて工夫をすることもできる。しかし、与えられた時間の中で

完成させていくことも必要である。生徒によって、作業にかける時間に幅があるのが現実で、その放課

後等のフォローの在り方を考える。また、授業時間を有効に使うということも、大前提として考えてい

く。 

【授業改善策】 

・テストで点数を取ることができないことを気にしている生徒が多い。きちんと学習したら点数がと

れるよう、授業できちんと指導する。 

・きちんとしている生徒が多いので、これから自分で考え決定していく課題になってくると、迷いが生

まれてくることも考えられる。基礎的な課題の時点で、自ら考えて決定していく指導を心がける。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・写真資料の提示を多くして、表現を感覚的に捉えることができるようにしている。 

・日常的に生徒の都合に合わせた補習を開講して、もっと作業がやりたい生徒のフォローをする。 

・テスト前にも補習を行い、その学期の復習をして、生徒の得点力を高めるためのフォローをする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①個別指導を充実させ、それぞれの困難を理解する。 

②振り返りをデジタル化し、制作と関連付ける。 

③描き込むことで良くなった作品を取り上げて紹介

する。 

＜検証方法＞ 

❶作品への現れ方を見る。 

❷作品への現れ方を見る。 

❸作品への現れ方を見る。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

 

 

 

 

＜課題＞ 

 

 

 

 

 

５．令和６年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・ 

・ 

６．令和６年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

  

 

 



 

〈授業改善推進プラン 令和５年度第３学年 保健体育科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・全生徒が、授業を受けることが「楽しい」と感じられる授業を実践すること（20人中 6人）。 

・５教科を優先して、定期考査に臨む生徒が一定数いる。毎回の授業で専門用語などを授業中で活用し

ながら授業を進めていくこと。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和３年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】 

・単元毎に関連して高まる体力要素を意識して、授業に取り組めるようにすること。 

・ICT機器を用いて、自己と仲間の動きを見取ること。 

【改善策】 

・生徒一人一人に応じた目標を設定することで、意欲の向上や課題解決の経験をすること。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・スポーツテストの際に、どこの体力要素を使って将来どのような利点があるかを説明してから、記録

測定やその後の体力向上へと繋げていること。 

・ICT機器を用いて、自己と仲間の動きを撮影し、動きの比較や自己の動きを振り返る時間を設定して

いること。また、学習カードへと記載することで、次時への意識付けを行っていること。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①運動に主体的に取り組めるように、ICT機器を活用

しながら仲間と協力して、自己や仲間の動きを高め

ていくこと。 

②学習カード等を用いて、次時への意識をもつとも

に、身体知を仲間等に共有していくこと。 

 

＜検証方法＞ 

❶各単元で ICT 機器を用いて、自己と仲間の動きを

振り返る時間を設定すること。 

❷学習カード等を点検する際に、躓きを把握すると

ともに、次時への目標を確認し意識付けを行うこと。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

 

 

 

 

＜課題＞ 

 

 

 

 

 

５．令和６年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・ 

・ 

６．令和６年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

  

 



 

〈授業改善推進プラン 令和５年度第３学年 技術科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・製作作業に興味関心が低い生徒が複数名いる。 

【課題】 

・興味関心を高くもち、技術に理解度を高めること。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和３年度授業改善推進プラン記載内容 

・楽しく授業を受けることができているが、知識や理論について興味関心が低い。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・プリントの内容を簡潔にし、個別の生徒に対応する。 

・製作目的や、製作のノウハウをわかりやすくまとめた動画を使用し、製作活動に活用できるようにす

る。 

 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①集中力が持続できるよう、動画や、プリントの内容

を精査し授業を行う。また、製作活動の参考になるよ

うな動画を作成する。 

＜検証方法＞ 

❶製作物の評価。（使用している技術、創意、工夫の

確認） 

 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

 

 

 

 

＜課題＞ 

 

 

 

 

 

５．令和６年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・ 

・ 

６．令和６年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

  

 

 

 

 

 

 



 

〈授業改善推進プラン 令和５年度第３学年 家庭科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・授業アンケートでは、「「作品」や「提出物」を期限内にきちんと提出している。」「演奏、運動、制

作などの活動に積極的に参加できている。」の項目で「あまりあてはまらない」が１０％いる。保育

実習に向けて全員が授業に意欲と見通しを持って取り組む力を高める。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和３年度授業改善推進プラン記載内容 

【課題】 

・班の話合いでは、自分の意見を発信するだけ等、深い意見交換ができていない。 

・日常生活の中の課題を見出すことを苦手としている。 

・基礎・基本から新しいことを創造することや課題の解決策などを考える力が低い。 

【解決策】 

・他者の意見への共感や質問の仕方など、話合いを深める手法について、助言していく。 

・課題発見をする学習を苦手とする生徒には、いくつかの例や見本を見せて考えのヒントにさせ 

る。 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・保育実習にむけて個人が課題設定をし、その課題を解決できるような保育実習の計画を立てさせる。 

 その際、授業者からの制限をできるだけ無くし、自由度を高め、生徒が主体的に実習に挑めるような 

環境を作る。 

・おもちゃ作りやふれあい計画立ては原則班で活動することとし、創造するのが苦手な生徒も学習意 

 欲を損なわないようにする。また、人任せにならないよう、班内の役割分担もする。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①７０分の保育実習時間で１学期に学習した基礎

知識を用いて、班ごとにふれあい計画を自由に立

てる。 

②おもちゃ作りや遊びの計画立て等の実習前の事

前学習は、１時間ごとの振り返りを詳細に記入し、

生徒が見通しをもつとともに、つまずきや疑問を

記録する。 

＜検証方法＞ 

❶実習計画表で行う。自分が立てた課題を解決で

きるような保育実習のふれあい計画が立てられて

いるか振り返りを見取る。 

❷自己評価表で行う。毎時間自分たちのグループ

の進度や個人の課題を把握させるようにする。活

動に見通しをもたせるとともに、教師側も生徒の

「つまずき」をいち早く見取る。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

 

 

 

 

＜課題＞ 

 

 

 

５．令和６年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・ 

・ 

６．令和６年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

  

 



 

〈授業改善推進プラン 令和５年度第３学年 英語科〉 

１．「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現する上で解決すべき課題 

・村の学力調査では全国平均を上回り、大変良好な状況だった。 

・領域では「聞くこと」が正答率 73.9％と全国平均 59.5％よりも非常に高い値を示した。また、「語彙

の知識・理解」でも正答率 88.2％と全国平均 68.7%に対して非常に高い値を示した。一方で、「語形・

語法の知識・理解」の項目では全国平均 63.9％に対して正答率 58.8%と低い値となった。 

・「聞くこと」の領域では標準スコアが一昨年度 54.1、昨年度 51.5、今年度 55.2ともち返した。「書く

こと」においては一昨年度 51.8、昨年度 52.4、今年度 52.5と上昇が見られた。「読むこと」におい

ては一昨年度 55.3、昨年度 49.1、今年度 50.5と更なる改善が期待される。 

・以上のことから「語彙の知識・理解」はあるものの実際の文章の中で使われる英語に関しては「語

形・語法の知識・理解」が不十分で「読むこと」に関して課題があると考えられる。 

２．課題改善に向けた取組状況 

（１）令和３年度授業改善推進プラン記載内容 

・該当生徒が中学１年生だった令和３年度授業改善推進プランには「語彙や文法についても、数回程度

の繰り返しで終わるのではなく、繰り返し学習する頻度を上げ、習得が求められる。」との記載がある。 

 

（２）今年度実践している「『わかる』から『できる』を体感する授業」を実現するための工夫等 

・語彙の導入においては、意味だけにとどまらず例文を交えた語形の変化や語法についても解説を行

っている。また、生徒が自主的に行っている家庭学習では多くの生徒が単語の意味のみに注目して学

習しているため、使い方に着目し、例文を作成するように指導している。また、オンライン翻訳サイト

を用いて本文理解をする生徒が散見されたが概要を自力で捉えられるように本文の導入を段階的に行

う工夫をしている。 

３．課題の改善に向けた方策と検証方法 

＜方策＞ 

①語形変化の多い動詞を中心に語法の習得にまで結

びつくように例文作成を課題として行う。 

 

②初見の英文を読む回数を増やし、分からない表現

があっても概要をつかめるようにしていく。 

 

＜検証方法＞ 

❶文法事項の確認の際には既習語を用いた例文作成

を行い、語形・語法の知識と理解を確認する。 

 

❷小テストや考査で初見の文章を出すことで検証を

行う。 

４．検証結果(成果と課題) 【年度末に記入する】 

＜成果＞ 

 

 

 

＜課題＞ 

 

 

 

 

５．令和６年度(次学年)の学習指導において特に留

意すべき事項【年度末に記入する】 

・ 

・ 

６．令和６年度(次学年)末に期待する児童(生徒)の姿【年度末に記入する】 

  

 


